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１（５） 災害誘因評価・即時予測 

「災害誘因評価・即時予測部会」計画推進部会長 太田雄策 

（東北大学大学院理学研究科） 

副部会長 為栗 健 

（京都大学防災研究所） 

地震・火山噴火という自然現象が引き起こす地震動，津波，火山噴出物，斜面崩壊等

の災害誘因は自然や社会に潜在的に存在する脆弱性等の災害素因に働きかけ，これらの

相互作用に応じて様々な規模の災害が発生する。すなわち災害誘因評価の高度化は，災

害軽減を果たすために欠かせない。こうした観点から，「災害誘因評価・即時予測部会」

では強震動，津波，地震動に起因する斜面変動・地盤変状，さらに大地震に対する災害リ

スクの高い精度での事前評価手法を開発する「地震の災害誘因の事前評価手法の高度化」，

地震動や津波，火山噴火の即時予測手法を開発する「地震の災害誘因の即時予測手法の

高度化」ならびに「火山噴火による災害誘因評価手法の高度化」，さらにこれら災害誘因

予測を効果的に防災対策の推進に結びつけるための「地震・火山噴火の災害誘因予測・リ

スク評価を防災情報につなげる研究」を進める。以下では本年度の成果を網羅的に示す。

３．地震・火山噴火の災害誘因予測のための研究 

（１）地震の災害誘因の事前評価手法の高度化

ア．強震動の事前評価手法

○震源モデルの高度化

時空間的に複雑な断層破壊過程と地震被害に直結する震源域の強震動特性の関係解明

やその事前評価手法の高度化や震源断層破壊の物理解明のため，強震記録を用いた大地

震の断層破壊過程の解析を，前計画から引き続き継続した。令和６年度は主として，前計

画の最終年度内の 2023 年５月５日に能登半島で発生した地震（MJMA6.5）及び 2024 年１

月１日に発生した令和６年能登半島地震の本震（MJMA7.6）の断層破壊過程の解析とそれ

らの結果の検討を重点的に行った。2023 年 5 月 5 日の地震については，三次元速度構造

モデル（JIVSM）による Green 関数を用いた震源インバージョン解析結果（使用した強震

波形の帯域 0.05～1 Hz）では，深さ 8～11 km の範囲に最大すべり量 0.8 m のすべりの大

きな領域が見られている（Asano and Iwata, 2025）。この最終すべり量分布と Matsuba

ra et al. (2022)の走時トモグラフィによる不均質地殻速度構造を比較したところ，す

べりの大きい領域と低 VP/VS 比の領域が空間的に対応し，すべりの大きな領域の周囲は比

較的高い VP/VS 比の領域で取り囲まれていることが分かった（図１）（京都大学防災研究

所[課題番号：DPRI05]）。 

2024 年能登半島地震本震については，地震後に各機関から公表されている余震分布や

海域活断層分布などの情報をもとに，傾斜角が深さで異なる断層も含む複数の断層面で

構成される震源断層モデルを仮定し，強震波形（0.03～0.4 Hz）による震源インバージョ

ン解析を実施した結果，能登半島北西岸付近と禄剛崎北東沖海底下の２カ所にそれぞれ

最大 8m 程度のすべりの大きな領域が存在することが分かった。富山トラフ西縁付近の西
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傾斜の断層では，浅部にすべりの集中が見られるものの，すべり量は他の断層面に比べ

ると相対的に小さかった。それぞれのすべりの強震波形への寄与を確認したところ，能

登半島北西部～南部にかけて観測された強震波形には，能登半島北西岸沿いの震源断層

を南西に向かって進展した破壊の寄与が支配的であった。一方，能登半島北東部の珠洲

市や佐渡島の強震波形には，珠洲市付近から北東沖に向かって遅れて開始した破壊の寄

与が大きいことが確認された（京都大学防災研究所[課題番号：DPRI05]）。 

動力学的破壊特性と強震動生成メカニズムの関係に関する知見を得るため，海外での

先行研究を参考にしつつ，強震波形記録を用いた動力学的震源インバージョン手法の解

析コードの開発を進めた。すべりの時空間分布を未知数として解く運動学的震源インバ

ージョン解析と異なり，動力学的震源インバージョンでは，震源断層面上の初期せん断

応力，ピーク摩擦係数，臨界すべり量の空間分布を MCMC 法によって解く。平成 28 年熊

本地震の最大前震（MJMA6.5）を模擬したテスト用動力学震源モデルから生成した波形デー

タを入力して，手法のテスト及び改良を実施した。その結果，断層が破壊し地震波を放射

した領域については，与えた動力学的震源パラメータを一定の精度で復元できることを

確認した。一方，既往の研究でも指摘されていることではあるが，限られた周波数帯域の

波形から臨界すべり量を精度よく拘束することには困難性があることを確認した（京都

大学防災研究所[課題番号：DPRI05]）。 

 

○地下構造モデルの高度化 

大阪盆地の３次元地盤構造モデルの精緻化を目的として，物理探査・地震動観測デー

タに基づき，モデルを構成する速度変換式の空間不均質に関する検討を行った。本課題

では，文科省委託・上町断層帯重点観測（文部科学省研究開発局・京都大学防災研究

所, 2013）で作成された大阪盆地の３次元地盤構造モデル（Sekiguchi et al., 2016）の

改良を進めている。このモデルの作成においては，複数の鍵層を設定し，反射法地震探査

とボーリング，地表地質から得られた鍵層の深度データから３次元の地質構造モデルを

作り，それを経験式を使って物性値に変換することで３次元速度構造モデルを構築して

いる。地質構造モデルのパラメータである堆積年代とその地点の深さからＰ波速度に変

換する変換式（Vp 変換式）については，反射法探査の解析時に得られる区間Ｐ波速度を

用いて経験式が作られている。しかし，一部の反射法探査測線の区間Ｐ波速度データに

ついて，Vp 変換式の観点で周辺のデータとずれているものの，既往３次元モデルではそ

の空間変化が考慮されていなかった。そこで，そのようなデータのうち，大津川測線の湾

岸部の区間Ｐ波速度データに注目し，同地域の微動観測データや周辺の反射法探査デー

タと比較することにより，Vp 変換式の空間不均質の度合いや速度構造への影響，地盤構

造モデルへ反映させる方法について検討した（京都大学防災研究所[課題番号：DPRI04]）。 

 

○表層地盤の強震動応答のモデル化 

強震動による表層地盤の弾性波応答特性の変化を調べるための実験装置の整備を実施

した（図２）。強震動は模擬砂層地盤の下に設置された振動板により水平方向成分が与え

られ，これとは別にモニタリング用の微弱な振動が埋設された振動スピーカーより断続

的に放射される。これらに対応する振動は同じく埋設されている加速度計によって記録

され，連続収録される。この装置を用いることにより，定量的に模擬砂層地盤の弾性波応
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答特性，ならびにその強震動による影響を評価できるようになった（立命館大学[課題番

号：RTM_02]）。 

強い不均質を持つ媒質として，セメントモルタル中に人工的に空隙を埋設した単純な

円柱形の模擬媒質を作成し，この媒質に弾性波を透過させ，その応答を計測した。空隙は

中空の PP 球によって実現させ，ある円柱断面に約 45 度間隔で８個の PP 球をほぼ円周状

に配置し，中心のものと合わせて９個を配置した。弾性波計測は正確な波動を計測する

ために，レーザードップラー速度計（LDV）を採用した。LDV は正確かつ振動方向が明確

な波動を計測することができる反面，ノイズの影響を受けやすい。そのため得られた弾

性波を確認したところ，硬質岩よりも有意に信号強度が低く，600kHz 程度までしか信号

強度が十分ではないことが判明した。これはセメントモルタルを硬化させる際に PP 球以

外の小規模な空隙が形成されてしまい，散乱減衰の影響が大きくなったことが原因であ

ると推定される。そこでセメントモルタルの硬化方法について再検討し，低空隙率で透

過率を向上させたセメントモルタル媒質の作成手順の目途を立てることができた（立命

館大学[課題番号：RTM_02]）。 

 

イ．津波の事前評価手法 

2024 年能登半島地震において，陸域で観測された地震時の地殻変動を最も良く説明す

ることができる断層モデルのひとつである国土地理院モデル（2024 年２月 29 日版）を用

いて津波予測を実施した。その結果，第一波目の主要な津波に先行して観測された比較

的小さな水位変動は，急峻な海底地形が水平方向に変位したことに起因する可能性があ

ることがわかった。一方，同断層モデルによる津波では観測津波波形を十分に再現する

ことができないことがわかった。これを踏まえて詳細な分析を実施した結果，観測され

た津波を説明するためには国土地理院モデルよりもさらに北東域に波源が必要であるこ

とがわかった。さらに，津波被害が最も大きかった能登半島飯田湾では，津波の第一波目

ではなく後続波が最大水位を形成したこと，後続波は様々な方向から伝播する複数の津

波の重合により特徴づけられていたことがわかった（図３）（北海道大学[課題番号：

HKD_05]）。 

 

ウ．地震動に起因する斜面変動・地盤変状の事前評価手法 

静岡県森町における地すべり地域において 2020 年 10 月から 2022 年５月まで実施し

た地震計アレイによる観測記録の解析を行った。常時微動を用いた SPAC 法による地すべ

り地域の地下構造変化モニタリングについて検討した。地震計アレイで記録した常時微

動データに対し，前処理を適用した後，各地震計間の SPAC 係数を算出し，高次モードを

考慮したマルチモード SPAC 法（MMSPAC 法）により基準となる一次元地震波速度構造モデ

ルを構築した。次に，観測期間全体の平均に対する日々の SPAC 係数の時間変化を算出し

た（図４）。クラスター分析によって人間活動による週周期の変動やサイトに隣接する沢

起源の影響を同定し，これらの非構造的要因による変動を除去した。また，SPAC 係数の

変動の速度構造の感度解析から速度構造変化の推定手法を開発した。その結果，極浅部

（深度約 5 m）および深部（深度約 20 m）に環境要因に敏感な速度構造を検出した。こ

の構造の変化は降雨に伴う地下水面の変動との関連が示唆され，潜在的なすべり面の位

置と対応する可能性を示した（名古屋大学[課題番号：NGY_04]）。 
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ACROSS を用いた降雨に対する地震波速度変化のモニタリングについて検討した。アレ

イ観測サイトは静岡県森町の ACROSS 震源から約 3 km に位置しており，この ACROSS 震源

からの信号を用いた解析を行った。ACROSS の伝達関数を算出し，アレイ解析およびパー

ティクルモーション解析によって，Ｐ波，Ｓ波，表面波（Rayleigh 波と Love 波）の時間

窓を決定し，それぞれの波群の日々の走時変化を求めた。Rayleigh 波と Love 波の走時変

化を降雨の日変化の時系列でデコンボリューションすることで降雨に対する各波群の走

時の応答関数を求めた。その結果，降雨の影響は 10 日から 20 日程度持続するという結

果を得た。同様に，近隣の河川水位とサイトの地下水位の応答の降雨に対する応答を求

めた。河川水位の応答の時定数は降雨後 5～10 日，地下水位は 20 日から 50 日程度であ

った。降雨に対して，地震波速度はそれぞれ地下水位より速い応答，河川水位より遅い応

答を示すことが明らかとなった（名古屋大学[課題番号：NGY_04]）。 

地震時地すべりに特徴的な地質構造の抽出として，四国地域の地震によって崩壊した

と考えられている深層崩壊地の調査と令和６年能登半島地震で発生した地すべり地の地

質構造，地形を重点的に調査し，国土地理院が公表している干渉SAR時系列解析結果にお

いて移動速度を持つ四国地方の斜面は仁淀川および吉野川の中流域・変成付加体地域に

集中していることを明らかにした。また，令和６年能登半島地震で発生した崩壊地の地

形・地質特性について現地踏査を行った。その結果，表層崩壊の崩壊深は，風化帯や熱水

変質により形成された脆弱な土層の厚さと関係があることを指摘した。また，最大の崩

壊である大久保崩壊地は，流れ盤構造をもつ珪質シルト岩が分布し，その下部に実質不

透水層かつ膨潤性粘土鉱物であるスメクタイトを含む凝灰岩が分布することが崩壊の素

因であることを明らかにした（図５）。斜面内部の地下水環境を明らかにするために，こ

れまで被災した谷埋め盛土において屈折波探査を実施し，2018年北海道胆振東部地震や

2018年大阪府北部の地震などで被災したいくつかの谷埋め盛土で深さ数 m に地下水位

が形成されていることを見出した（京都大学防災研究所[課題番号：DPRI06]）。 

 

エ．大地震に起因する災害リスクの事前評価手法 

強震動による地震災害誘因の分析のため，定常観測に加え臨時観測を含めた堆積平野・

堆積盆地における強震記録データベースの整備を実施した。また，強震観測記録の非エ

ルゴード解析に続き，広帯域地震動シミュレーション（詳細法）の非エルゴード解析を行

った。シミュレーション地震動の非エルゴード項は，堆積平野の増幅特性や，破壊シナリ

オの依存性が大きく，観測の非エルゴード項と乖離がみられた（図６）。すなわち，現状

のシミュレーション結果を観測記録と混ぜる研究は，ハザード利用の観点から注意が必

要である。一方，強震観測記録から機械学習で得られた地震動予測式は，既往研究と良い

一致を示した。今後，簡便法による強震動予測の非エルゴード解析も行うことで，両者の

乖離の定量化が必要である (東京大学地震研究所[課題番号：ERI_14]) 。 

令和６年能登半島地震の現地調査を実施し，地下構造と被害の関係について検討した。

具体的には，砂丘地の末端部にあたる河北郡内灘町の液状化および側方流動の被災域，

日本海沿岸の平地である輪島市内などを対象とした。特に輪島市内では，被害の様相が

異なる３地点で地震計５台によるミニアレイ観測を実施した結果，H/V スペクトルによる

ピーク周期はほぼ同じであるものの表層Ｓ波速度が大きく異なり，被害の大きかったビ

ル倒壊地点付近に旧河道のような軟弱層が分布していることが示唆された（図７）(鳥取
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大学[課題番号：TTR_01])。 

沖縄県宜野湾市及び沖縄県中頭郡西原町を調査対象地域とし，始めに地震被害リスク

の高い建築物がどの程度存在するのかを調査した。ここで，地震被害リスクが高い建築

物とは，1981 年の耐震基準（新耐震基準）以前に建てられた建築物で，既存不適格建築

物と呼ばれている建物である。それら既存不適格建築物は地震に対する危険性が極めて

高いとされている。本調査によると令和６年現在，宜野湾市内全 32,570 棟のうち約 21％

（6,730 棟）は既存不適格建築物である。その後さらに 2000 年には耐震性能強化基準が

制定され，1981 年から 2000 年の間に建てられた建物は約 42％（13,560 棟）であった。

結果，約 63％を占める建物が現行の基準以下であることが本年度の調査で分かった (琉

球大学[課題番号：RKD_01]) 。 

 

（２）地震の災害誘因の即時予測手法の高度化 (重点研究) 

ア．地震動の即時予測手法 

Temporal Convolutional Network（ TCN） に よ る 長 周 期 地 震 動 波 形 の 予 測 モ デ ル

（Furumura & Oishi, 2023）を用いて，1) 震源域から関東平野への揺れの予測，2)平野

の観測点から建物への揺れの予測，の２段階予測に基づいて，都心の超高層ビルの揺れ

の即時予測実験を行った。東北沖の大地震における都心の超高層ビルの揺れ予測を目的

として，まず１段階目の TCN モデルに対して，福島の F-net（HROF）強震計２成分を入力

として，200 キロ離れた MeSO-net 銀座観測点（GNZM）の水平動２成分の揺れを予測する

学習を行った。次に，２段階目の TCN モデルでは，GNZM の揺れを入力として，5 キロ離

れた合同庁舎７号館（CG7）の最上階（37 階）の水平２方向の揺れを予測する学習を，建

築研究所強震観測データベースを用いて行った。そして，学習済みの２つの TCN モデル

を用いて，東北沖の M6 級の地震における超高層ビルの揺れを予測し，建物の揺れの時系

列，応答スペクトル，揺れの継続時間などの特徴が適切に予測できることを確認した（図

８）。今後，入力観測点を多点化して，内陸地震や南海トラフ沿いの地震などの大地震の

長周期地震動予測へと適用範囲を拡大する (東京大学地震研究所[課題番号：ERI_15]) 。 

Ｓ波より早く到達するＰ波を利用する仕組みを PLUM 法に組み込んで PLUM 法の迅速性

を向上させる研究について，従来はＰ波検知をした後でＰ波相当の上下動リアルタイム

震度からＳ波相当の震度の予測を行っていたが，Ｐ波検出処理を経ずにＳ波相当の震度

を常時予測する手法を開発した。Ｐ波検出処理のスキップは実用化を図るうえで有利で

あり，手法の精緻化や予測精度の検証を進めた (気象庁[課題番号：JMA_03]) 。 

 

イ．津波の即時予測手法  

地震時すべりを適切な正則化拘束とともに，推定誤差も含めて迅速かつ正確に把握す

るための技術開発を実施した。具体的には，2024 年度能登半島地震を対象として，事後

解析ではあるが，断層幾何，特に断層傾斜角の仮定による推定結果の変化を調べること

を目的とした解析を実施した。データにはソフトバンク独自基準点データ(GNSS 観測点デ

ータ)を含めた複合稠密測地観測データを使用した。その結果，能登半島直下の断層では

傾斜角が 45 度を仮定した際に，観測された水平・上下成分をバランスよく説明できるこ

とを明らかにした。また，過去に発生した地震断層等の情報より，断層浅部が高角，深部

が低角のリストリックな断層形状を考慮したすべり分布推定も実施し，同断層幾何でも
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観測データをよく説明できることを示した(図９) (東北大学理学研究科[課題番号：

THK_09，THK_12]) 。 

2024 年１月１日の能登半島地震について，日本海沿岸で観測された津波の到達時刻か

ら逆算した津波波源域の推定結果から，能登半島を含む波源域は長さ約 100 km にわたっ

て能登半島の東北東方向の沖合まで及ぶこと，富山検潮所の早い津波到達時刻を説明す

るためには富山湾内にも波源が存在した可能性を考える必要があることがわかった。

2024 年１月１日の能登半島地震について，富山湾沿岸にある放送局所有のライブカメラ

の映像を解析し，検潮所以外の海岸での水位時系列データの抽出に成功した。ライブカ

メラがリアルタイム津波観測のための機器として活用しうることを示した (気象庁[課

題番号：JMA_03]) 。 

 

（３）火山噴火による災害誘因評価手法の高度化 

有村川流域において，火山噴出物堆積量と雨の地中への浸透能の月ごとの変化を観測

した。また，ピーク流量の再現度を重視して，降雨流出波形の再現度の評価法を再考し，

浸透能の逆解析を行った。その結果，月別降灰量が増大するほど透水係数が減少する傾

向が示された。さらに，土石流の発生条件について，従来の堆積物のすべりによる移動に

加え，河道の表面流が河床堆積物を侵食することで発生する条件も考慮した。その結果，

いずれの条件でも，表面流による河床堆積物の侵食を考慮することで，弱い降雨強度，少

ない積算降雨で土石流が発生することが明らかとなった(図 10)（京都大学防災研究所[課

題番号：DPRI07]）。 

融雪型火山泥流発生機構に関する検討として，火砕流や熱水による融雪について水路

実験で検討を行った。火砕流による融雪については，火砕流に含まれる礫の粒径が融雪

特性に与える影響を明らかにした（京都大学防災研究所[課題番号：DPRI07]）。 

過去の火山噴火における地震・地盤変動データの収集・解析を行い，膨張量と降下火

砕物，火砕流，溶岩流の配分比の検討を行った。その際，1955 年から噴火が継続してい

る南岳・昭和火口における小規模噴火と 1914 年の大正噴火や 1946 年の昭和噴火のよう

な溶岩流を流出する大規模噴火に分けて配分比を見積もった。南岳や昭和火口の小規模

な噴火の際に発生する火砕流については前課題において検討を行っており噴出物のうち

３割程度が火砕流として流下する結果が得られている。昭和，大正，安永，天平宝字の大

規模噴火時においては地質調査などから噴出物総量の７割程度が溶岩流となっている。

これらを元に火砕流の流下シミュレーションを改良して溶岩流の流下予測と危険度判定

のロジック作成を進め，次年度に行う数値シミュレーションのデータセットの作成の準

備を行った（京都大学防災研究所[課題番号：DPRI08]）。 

 

（４）地震・火山噴火の災害誘因予測・リスク評価を防災情報につなげる研究 

言語表現に着目をして，2024 年８月８日に発表された「南海トラフ地震臨時情報（巨

大地震注意）」を事例として調査を実施した。まず，「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震

注意）」の直後に気象庁が行った緊急記者会見中に，NHK がどのようなテキストを表示し

たのか，分析を行った。その結果，「日ごろからの地震への備え 再確認を 1 週間続け

てほしい」「と「1 週間たてば安全というわけではない」という矛盾しているメッセージ

が交互に，繰り返し表示されていた。次に，この情報に対してどのような対応をとったの
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か，情報が発表された翌日の夜 22 時から，全都道府県を対象としたインターネットを用

いた調査を実施した。その結果，約８割の人が臨時情報を見聞きしていた。だが，呼びか

けられていた「備えの確認」はほとんど見られなかった(図 11)。これらの結果から，矛

盾するメッセージを発した結果，「備えの確認をしてほしい」という住民に対するメッセ

ージが伝わっていなかったと考えられる（東京大学大学院情報学環［課題番号：III_01］）。 

 

部会長による部会の活動・成果の総括 

部会研究集会を 2025 年１月 29 日および２月 14 日にオンラインで開催し，課題間相互

の理解を深める契機とした。 

今年度の主要な成果の一つとして，重点研究である「地震の災害誘因の即時予測手法

の高度化」において，Temporal Convolutional Network（TCN）による長周期地震動波形

の予測モデルを用いた試行によって東北沖の M6級の地震における超高層ビルの揺れを予

測し，建物の揺れの時系列，応答スペクトル，揺れの継続時間などの特徴が適切に予測で

きることを確認されたこと (東京大学地震研究所[課題番号：ERI_15])が挙げられる。同

様に，すべりを適切な正則化拘束とともに，推定誤差も同時に，迅速かつ正確に把握する

ための技術開発結果を 2024 年能登半島地震に対して適用した結果については，民間 GNSS

観測点を活用した超稠密 GNSS 観測網を用いているという観点も含め，その重要性は高い 

(東北大学理学研究科[課題番号：THK_09，THK_12]) 。 

また，2024 年能登半島地震について，観測された津波を説明するためには国土地理院

モデルよりもさらに北東域に波源が必要であることを指摘した結果も，その地震像を理

解し，他の地域の津波の事前予測に活用するという観点で重要である（北海道大学[課題

番号：HKD_05]）。 

今計画から参画した機関からも重要な成果が得られている。沖縄県宜野湾市及び沖縄

県中頭郡西原町を調査対象地域とし，地震被害リスクの高い建築物がどの程度存在する

のかを調査した結果等，地域毎の特殊性等を考慮した現状把握は，地震リスクの事前把

握の上で重要である (琉球大学[課題番号：RKD_01]) 。 

また，言語表現に着目をして，2024 年８月８日に発表された「南海トラフ地震臨時情

報（巨大地震注意）」を事例とした調査によって，約８割の人が臨時情報を見聞きしてい

たにもかかわらず，呼びかけられていた「備えの確認」をした比率が低かったことは，災

害情報の伝達方法の重要性とその改善の必要性を改めて認識させるものである（東京大

学大学院情報学環［課題番号：III_01］）。 

火山噴火による災害誘因評価手法の高度化に関する成果では，土石流・泥流の発生ポ

テンシャル評価に河床堆積物の浸食を考慮したり，融雪型泥流の発生機構に関する研究

では水路実験を用いた検討を行う等，シミュレーションや実験を行うことで災害誘因評

価手法の高度化が進んでいる（京都大学防災研究所[課題番号：DPRI07]）。 

また，火山噴出物のうち溶岩流，火砕流の流下シミュレーションにおいて流下距離・

範囲を予測するためには適切な噴出物量と配分比を想定する必要があり，今後，事例数

を増やしていくことが流下シミュレーションの高度化において重要である（京都大学防

災研究所[課題番号：DPRI08]）。 
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これまでの課題と今後の展望 

今年度から開始された観測研究計画においては，それぞれの個別課題において順調に

研究を進展させることができたと考えられる。特に地震・火山噴火の災害誘因予測を災害

情報につなげる研究については，前計画から開始された課題から継続して成果を得られてい

る。今後は，さまざまな手段で推定される災害誘因予測の情報をより的確に災害情報につな

げるための研究を加速させるとともに，事前・即時予測技術のさらなる底上げが重要になる

と考える。 
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図１. 2023年５月５日能登半島の地震（MJMA）の最終すべり量分布とMatsubara et al. (2022)の

速度構造モデルから抽出したＰ波速度（左），Ｓ波速度（中），VP/VS比（右）の比較（京都大学

防災研究所[課題番号：DPRI05]）。 

 

 

図２．強震動による表層地盤の弾性波応答特性の変化を調べるための実験装置。強震動はアクリ

ル容器内に作成された模擬砂層地盤の下に設置された振動板により水平方向成分が与えられ，こ

れとは別にモニタリング用の微弱な振動を与える振動スピーカーが模擬砂層地盤内に埋設され

ている（立命館大学[課題番号：RTM_02]）。 
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図３．2024年能登半島地震における飯田港，直江津の津波波形を説明するための追加波源の推定

結果（北海道大学[課題番号：HKD_05]）。 

 

 

図４．観測期間全体の平均に対する日々の SPAC 係数の時間変化と環境変動との比較（名古屋大

学[課題番号：NGY_04]）。 
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図５. 令和６年能登半島地震の大規模地すべりの地質的背景。2024 年の崩壊は，地震によって

過去の地すべりが再移動し，拡大したものである。すべり面に膨潤性粘土鉱物であるスメクタ

イトを含む凝灰岩が分布し，崩壊の素因と推定した（京都大学防災研究所[課題番号：DPRI06] 

）。 

  

図６．広帯域地震動シミュレーションの非エルゴード解析の結果（Sung et al., 2025，東京大

学地震研究所[課題番号：ERI_14])。 
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図７．能登半島地震で強震動が観測された地域における，常時微動を用いた地盤震動特性と地

下構造に関する調査結果。輪島市街では被害の軽重にかかわらず約周期１秒が卓越するが，被

害の大きい場所(倒壊ビル近傍)では表層 Vs が 100m/s 以下となり，軟弱な旧河道であることが

推察される（鳥取大学[課題番号：TTR_01]）。 

 

 
 

図８．TCN モデルに基づく長周期地震動による建物の揺れの即時予測（東京大学地震研究所[課

題番号：ERI_15]）。 
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図９．2024 年能登半島地震の地震時すべり分布推定結果。浅部が高角，深部が低角のリストリ

ックな断層面を仮定した結果（東北大学理学研究科[課題番号：THK_09，THK_12] 

）。 

 

 

 

図 10. 侵食を考慮した残存堆積厚と透水係数の関係（有村川流域）（京都大学防災研究所[課題

番号：DPRI07]）。 
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図 11. 8 月 8 日に発表された「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）」において住

民が情報入手後に取った行動（東京大学大学院情報学環［課題番号：III_01］）。 

 

 

 


